
ＳＡＨ会 第 25 期事業計画 

 

１． 研究会活動 

○ 定例研究会実施予定 年 5回（内容は変更される場合もございます） 

 

① 8 月 24 日 「ﾈｯﾄｾﾞﾛｴﾈ住宅対応・ｴﾈﾙｷﾞｰ計算」 （安江・木村・金児） 

 

② 10 月 12 日 「世界の最新情報・素材・建材」  （松山・青沼・関根） 

 

③ 11 月 30 日 「現場視察（忘年会）」 （青木・森・新建 岸） 

 

④ 2 月 8 日 「木の性格と木の職業・助成金」 （瀧澤・山田・新建 高橋） 

 

⑤ 4 月 19 日 「地熱ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ検証・冷暖房」 （小野・蚊野・松葉） 

 

各回の研究会は、担当する 3名の会員が企画から設営、当日進行一切を行う。 

研究会実施の基本マニュアルを整備する。 

対外的なアピールポイント。会員拡大へ一般公開も視野に入れてよい。 

ビルダー1名の近況報告を毎回入れる。 

メーカーサイドからの情報提供を毎回入れる。 

会員企業の社員の方も、研究会には奮って参加してもらい、交流を促進する。 

 

２． 産学連携の事業 

○ ツールの開発は、以下の検討課題を考慮し、会員の皆さんのニーズを集約しな

がら進めていきます。ツールの開発に当っては高木研究室に委託する。 

 スマートメーターによる計測 ＨＥＭS利用 通年テーマ（来年対応） 

 エネルギーパスの研究 課題・問題点の洗い出し 

 簡易・燃費計算ソフトの開発  営業支援ツールの開発等 検討 

 

３． 啓発活動（編集・広報活動） 

○ 会員同士のコミュニケーションを高める＞まずは顔の見える交流 毎研究会 

○ ＷＥＢを主体とした情報発信 

○ ＳＡＨ会の活動紹介リーフレットの完成 

 

 

＊ 新年度の活動に向けての運営上のお願い 

 会員の皆さんは、定例研究会には必ず１回担当をお願いします 

 社員の皆様も、研究会には積極的にご参加ください 

 出欠確認をスムーズにご返信ください 

 


